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• IASBは、 12対1の賛成多数で（1名の理事は接続不良で欠席したが、後日、出席していれば賛成していたと表明）、（修正を織り込ん
だ） IFRS第17号の発効日を2023年1月1日までさらに1年延期（公開草案における提案との比較）することを承認した。

• IASBは、12対2の賛成多数で、IFRS第4号における適格企業のためのIFRS第9号の一時的免除の期限満了日を2023年1月1日まで延長する
ことを承認した。

• IASBはまた、IFRS第17号の修正を再公開草案として公表しないことを全会一致で決定した。修正の最終版の公表に反対する理事はいな
かった。

• IASBは、スタッフがIFRS第17号の修正のドラフトを作成し、書面投票プロセスを開始すること、および修正の投票期間の間に識別され
た論点を将来の会議で提起することを許可した。当初の計画通り、修正は2020年第2四半期に公表される予定である。

2020年3月17日IASB会議のハイライト
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IFRS第17号の発効日
コメント提出者からのフィードバック

• ほとんど全てのコメント提出者は、IFRS第17号の発効日を当初の2021年1月1日から延期するというIASBの提案を支持した。受領した
フィードバックからは、以下の3つの主要テーマが読み取れる。

1.発効日のさらなる延期について表明された懸念

• 全ての規制当局および複数のコメント提出者（財務諸表利用者）は、保険契約に係る既存の会計実務の大幅な改善がさらに遅れること
から、発効日が2022年1月1日を超えてさらに延期されることについて、反対または懸念を表明した。

• アジア、アフリカおよび欧州の少数の保険者は、IFRS第17号の発効日のさらなる延期に反対した。これらの保険者にとっては、さらな
る延期により、導入プロジェクトの勢いが失われる恐れがあり、例えば、2022年の発効日（2018年11月から周知の日程）に向けて準備
を進めている保険者にとっては、2つのシステム（既存システムとIFRS第17号に準拠したシステム）を維持する必要があるなど、導入
コストを増大させるリスクがある。

2.導入に要するより多くの時間

• 一部の保険者またはその代表団体および一部の基準設定主体は、以下のような理由により、1年を超えるさらなる延期を支持する。
a) IFRS第17号に準拠したITシステムの開発における課題
b) IFRS第17号の要求事項の適切な適用および会計実務上のテクニカル論点の解決
c) 既存の導入プロジェクトに対する修正の影響（保険獲得コスト、基礎となる保険契約が不利である場合の保有している再保険契約

からの損失の回収の処理など）
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IFRS第17号の発効日
コメント提出者からのフィードバック

3.  全世界における同一の発効日

• 全ての地域の複数の保険者またはその代表団体、および一部の基準設定主体は、世界の主要市場においてIFRS第17号の適用開始日を揃え
る必要性を強調した。一部の国・地域におけるエンドースメントを取り巻く不確実性および遅延は、その他の国・地域に対して、発効日
を遅らせる圧力となり得る。

• 一部の保険者は、IFRS第17号が主要国・地域で同時に適用されない場合、IFRS第17号が保険者に及ぼす影響と、それら保険者の本来の
財政状態および財務業績における変動の影響を、市場が適切に区別できなくなるリスクを強調した。
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IFRS第17号の発効日
スタッフの結論および提案

• 2022年までの導入は、一部の保険者にとって厳しい要求となる。

• 発効日のさらなる延期は、一部の保険者にとって導入コストが増加する可能性があるため、IFRS第17号の公表後直ちに導入を開始した保
険者には不利となり、導入がより遅かった保険者は有利になる可能性がある。

• 世界の複数の主要国・地域の保険者は、 IFRS第17号がもたらす変更の重要性および程度を考慮し、IFRS第17号の同時適用を可能にしたい
という希望を持っている。

• グローバルでの適用日の便益は、特に財務諸表利用者にとって、IFRS第17号のさらなる導入延期によるコストを上回る。これに基づき、
スタッフはIASBに対して、IFRS第17号の発効日を2023年1月1日以後開始する事業年度まで2年延期することを提案した。



Deloitte IFRS Insurance webcast – 24 March 2020© 2020. For information, contact Deloitte China. 7

IFRS第4号におけるIFRS第9号の一時的免除の期限満了日
コメント提出者からのフィードバック

• コメント提出者は、一部の保険者が引き続きIFRS第17号とIFRS第9号を同時に適用開始できるよう、IFRS第9号の適用をさらに延期すると
いうIASBの提案を概ね支持した。受領したフィードバックからは、3つの主要テーマが読み取れるが、これらは以下の通り、審議された。

1.IFRS第9号の必要性

• 欧州の基準設定主体および欧州を代表する証券規制当局は、IFRS第9号の適用をさらに延ばさないことの重要性を強調した。その重要性と
は、信用リスク情報、保有する金融商品に関する保険者間での比較可能性および保険者と他の企業との比較可能性の拡充である。

2.IFRS第17号とIFRS第9号の適用開始の整合性を維持する利点

• 欧州を中心とした一部のコメント提出者は、以下の理由から、保険者にとってIFRS第17号とIFRS第9号の発効日を一致させることが重要
であるとコメントした。
a) 一致させない場合、保険者は、短い期間で大きな会計上の変更を2度経験する
b) 一致させることによって情報が改善され、導入期間にわたる会計上のミスマッチの発生可能性が回避される

3.  追加開示

• 欧州のある代表団体は、IAS第39号を適用している保険者と、IFRS第9号を適用している他の金融機関との間における情報格差を縮小する
ために、追加開示の導入をIASBに提案した。



Deloitte IFRS Insurance webcast – 24 March 2020© 2020. For information, contact Deloitte China. 8

IFRS第4号におけるIFRS第9号の一時的免除の期限満了日
スタッフの結論および提案

• IFRS第9号の一時的免除のさらなる延長に関する検討は、IFRS第9号の適用による情報の改善の必要性と、IFRS第17号とIFRS第9号を同時
に適用開始することができる企業の便益とのバランスの問題である。

• IFRS第17号およびIFRS第9号の適用開始の整合性を維持するために、特定の保険者に対する救済をさらに1年延長することの便益は、これ
らの保険者によるIFRS第9号の導入がさらに遅延することの不利益を上回る。

• スタッフは、IASBが、IFRS第4号におけるIFRS第9号の一時的免除について確定した期限満了日を2023年1月1日以後開始する事業年度ま
で延長することを提案する。



Deloitte IFRS Insurance webcast – 24 March 2020© 2020. For information, contact Deloitte China. 9

修正および保険者に対する影響の概要

• 2018年10月の会議において、IASBは、IFRS第17号の修正の可能性について、様々な関係者から提起された25の懸念事項を識別した。次頁
からのスライドでは、IFRS第17号の修正をもたらした当該懸念事項について説明している。

• 2018年12月から2019年3月にかけて開催された会議において、IASBは、IFRS第17号の修正の可能性を評価する要件に照らして、25の懸念事
項を分析した。以下に列挙した12の懸念事項は、修正の可能性の要件を満たさないとIASBが判断したものである。

# (4)   直接連動有配当保険契約以外の保険契約の契約上のサービスマージン（CSM）を調整するロックイン割引率の使用

# (5)   割引率およびリスク調整の主観性

# (6)   企業グループにおけるリスク調整：要求事項の解釈は実務上の多様性につながる可能性がある

# (9)   保険料配分アプローチ：契約グループごとに受領した保険料を識別する必要がある

# (10) 企業結合：当初の開始日ではなく、取得日時点における情報に基づく取得契約の分類の評価

# (14) 保有している再保険契約：未発行の基礎となる保険契約から生じる予想キャッシュ・フロー

# (16) 財政状態計算書における表示：未収保険料

# (17) 財務業績の計算書における表示：保険金融収益または費用に係るOCIオプション（選択か要求か）

# (18) 用語の定義：直接連動有配当保険契約

# (21) 発効日：比較情報

# (23) 経過措置：選択性

# (25) 経過措置：金融資産に係るOCIに関連する公正価値アプローチ（FVA）
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修正および保険者に対する影響の概要

• 3つの懸念事項について、IASBは、当初、修正の可能性の規準を満たさないと判断したが、その後、公開草案「IFRS第17号の修正」に対
するフィードバックを受けて、以下の事項を再検討した。

# (2)   集約レベル

# (11) 企業結合：決済期間において取得した契約

# (19) 期中財務諸表：会計上の見積りの取扱い
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修正および保険者に対する影響の概要
IFRS第17号の適用範囲

関係者から提起された
当初の懸念

IFRS第17号の修正 デロイトの見解 保険者に対する影響

# (1) IFRS第17号の適用
範囲に含まれる保険リス
クを移転する融資および
その他の与信形態

a) 保険契約の定義を満たす信用支払
いおよび決済手段を提供するクレ
ジットカード契約および融資契約
は、IFRS第17号の適用範囲から除
外される

• 支持する

• この修正によって「逆アンバンドリン
グ」の概念が効果的に導入され、適用範
囲から除外されたクレジットカードに含
まれる関連する保険要素はIFRS第17号の
適用範囲に含まれ、IFRS第17号に従って
会計処理される

• 保険者に対する重要な影響はない

• 銀行にとっては大きな救済措置。この種の
契約は通常、銀行やクレジットカード会社
などの他の金融機関によって発行される。
「純粋な」クレジットカード契約には、
IFRS第17号が普通に適用されるほか、IFRS
第9号も適用されることとなる
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修正および保険者に対する影響の概要
IFRS第17号の適用範囲

関係者から提起された
当初の懸念

IFRS第17号の修正 デロイトの見解 保険者に対する影響

# (1) IFRS第17号の適用
範囲に含まれる保険リス
クを移転する融資および
その他の与信形態

b)   重大な保険リスクを移転する融
資は、IFRS第17号またはIFRS第
9号「金融商品」のいずれかを適
用して会計処理される。会計方針
の選択はポートフォリオ・レベル
で適用され、取消不能である

• 支持する

• これは歓迎すべき変更である。当該融資契約
を発行しているが、IFRS第17号が適用される
他の契約を有していない金融機関は、この修
正により、当該融資契約の会計処理を、IFRS
第9号に従って現在行っている大半の金融資産
および金融負債の会計処理と整合させること
ができる

• 保険者に対する重要な影響はない

• 銀行にとっては大きな救済措置。こ
の種の契約は通常、保険者以外の金
融機関によって発行される
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修正および保険者に対する影響の概要
集約レベル

関係者から提起された
当初の懸念

IFRS第17号の修正 デロイトの見解 保険者に対する影響

# (2) 集約レベルの要求事
項は過度に規範的で、リ
スク管理方法を反映して
いないため、必要以上の
粒度、過大なコスト、複
雑性をもたらす可能性が
ある

• 変更なし 保険契約者間でリスクの世代間共有のある保険
契約に係る年次コホートの要求事項（相互扶助
契約）

• デロイトはコメント・レターの中で、単一の
結合されたリスク共有ポートフォリオのレベ
ルでCSMを調整することを企業に要求する矛
盾に対する解決策を提案した。しかし、当該
提案はIASBに受け入れられなかった

• 年次コホート要求事項に対する免除規定がない
ため、企業が将来のサービスに係る履行キャッ
シュ・フローの変動についてCSMを調整する際、
相互扶助の契約に係る既存のガイダンスでは、
整合的な会計処理が行われない

• 年次コホートを考慮しないCSMの会計処理は、
2020年2月にスタッフによって例示されたよう
な、限定的な場合においては依然として可能で
ある
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修正および保険者に対する影響の概要
集約レベル

関係者から提起された
当初の懸念

IFRS第17号の修正 デロイトの見解 保険者に対する影響

# (2) 集約レベルの要求事
項は過度に規範的で、リ
スク管理方法を反映して
いないため、必要以上の
粒度、過大なコスト、複
雑性をもたらす可能性が
ある

• 変更なし 契約発行日に基づく年次コホートの決定

• デロイトはコメント・レターの中で、契約発
行日に基づいて年次コホートの識別を要求す
るIFRS第17号第22項の現行規定を維持する
ことは、IASBがIFRS第17号28項の修正と同
様かつ整合的な方法でIFRS第17号第22項の
修正を決定した場合と比較して、集約レベル
の適用における運用の複雑性を高める結果と
なることを強調した

• IFRS第17号第22項（IFRS第17号の現行規定）の
適用に関する運用上の複雑性には、以下のよう
なものがある

 カバーが将来に開始する収益性のある契
約がIFRS第17号第25項に規定された認識
規準を満たす時まで、当該契約のグルー
プを「オープン」にしておくこと

 企業が加重平均レートの計算を選択する
場合に契約上のサービス・マージン
（CSM）の事後測定でグループに適用さ
れる初日のロック・イン割引率の決定
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修正および保険者に対する影響の概要
測定

関係者から提起された
当初の懸念

IFRS第17号の修正 デロイトの見解 保険者に対する影響

(3) 契約の境界線外の更新
契約に対する保険獲得キ
ャッシュ・フロー
（IACF）

• 減損テストなど、カバー前の
IACF資産の会計処理に係る追加
ガイダンス、およびIACFに関す
る有用な情報を利用者に提供する
ために必要な関連開示

• IACFは、カバー期間（すなわち、
当初契約＋予想される更新契約）
にわたって認識

支持するが、より正確なガイダンスを提供し
、首尾一貫した適用を可能にするために、
IACFの会計処理には、以下のように、改善し
得る側面がある

• IACFの減損を評価する際、貨幣の時間価値
を考慮する必要がある

• 保険料配分アプローチ（PAA）を適用する
場合、保険者は複数のグループ契約に関連
するIACFを発生時に直ちに費用処理するこ
とが認められるが、IACFは未発行の契約グ
ループにも関連しているため、IACFの真の
経済性が反映されない

• IFRS第17号では、「更新」という用語は
定義されていないため、特に生命保険と損
害保険のセグメント間で、用語の解釈に多
様性が生じる結果となる

• この修正により、保険者は、一部の保険
契約者が契約を更新することを見込んで
IACFが支払われる場合においても、IACF
を更新契約に配分できないという理由だ
けで、保険契約のグループを不利なもの
として認識することを強制されなくなる
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修正および保険者に対する影響の概要
測定

関係者から提起された
当初の懸念

IFRS第17号の修正 デロイトの見解 保険者に対する影響

# (7) 契約上のサービス
・マージン：一般モデル
におけるカバー単位

• 変動手数料アプローチで会計処理
されない保険契約に係る契約上の
サービス・マージン（CSM）に
は、カバー単位を識別する際、投
資リターン・サービスが含まれる

• 保険契約者への給付を拡充する投
資活動に関連するコストは、履行
キャッシュ・フローの一部に含ま
れる

• 支持する

• CSM配分の導入作業で強調されたように、
この修正では、保険者によって提起された
論点の一部のみ対処できる

• 要求事項は原則主義であり、複数の契約特
性の異なる組み合わせに適用する場合も、
保険者はCSM配分に係る業界実務を積み上
げていくことが可能である

• 契約における様々なサービス提供との整合
性を高めるために、利益認識のパターンを
変更することが見込まれる

• この修正が関連活動に織り込まれていない
場合、既に進行中の導入プロセス、特に
IFRS第17号の導入が先行している企業にお
いて、混乱が生じる可能性がある
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修正および保険者に対する影響の概要
測定

関係者から提起された
当初の懸念

IFRS第17号の修正 デロイトの見解 保険者に対する影響

# (8) 契約上のサービス・
マージン：リスク軽減オ
プションの例外の限定的
な適用

• 直接連動有配当契約に適用されるリス
ク軽減オプションの（適用開始日では
なく）移行日から将来に向けた適用

• 保有している再保険契約および純損益
を通じて公正価値で測定される非デリ
バティブ金融商品をヘッジ手段として
使用できるようにするための、リスク
軽減オプション適用可能性の拡張

• 直接連動有配当契約から生じる金融リ
スクを軽減するために当該金融商品を
利用する保険者にとって、これは歓迎
すべき変更である。なぜなら、IASBが
リスク軽減オプションの適用可能性の
拡長を認めなかった場合に生じ得る会
計上のミスマッチを著しく削減できる
からである

• 会計上のミスマッチが著しく削減される
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修正および保険者に対する影響の概要
測定

関係者から提起された
当初の懸念

IFRS第17号の修正 デロイトの見解 保険者に対する影響

# (11) 企業結合：決済期間
において取得した契約

# (24) 経過措置：修正遡
及アプローチ（MRA） –
さらなる修正

• 修正遡及アプローチ（MRA）ま
たは公正価値アプローチ（FVA）
を適用する場合、保険者は、企業
結合またはポートフォリオの移転
で契約が取得される前に発生した
保険金の決済を発生保険金に係る
負債（LIC）として分類すること
が認められる

• デロイトはコメント・レターの中で、比較可
能性に関する懸念を表明した。なぜなら、こ
の修正の結果、保険金の決済段階で取得され
た保険契約は、修正再表示が実務上不可能な
時点の前または後のいずれにおいて取得され
たかによって、異なる取扱いを受けるためで
ある

• デロイトはコメント・レターの中で、比較可
能性の問題に対処するため、CSMの解放を
保険収益ではなく、保険サービス費用項目に
おける利得として取扱うことを提案した

• 他のLICは同様の方法で処理されるが、取
得されたLICの一部は、取得された子会社
とは異なる方法で処理される

• 収益および費用は発生しない。これによ
り、当該契約に関連する保険者によって
報告される収益および費用は減少する
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修正および保険者に対する影響の概要
測定

関係者から提起された
当初の懸念

IFRS第17号の修正 デロイトの見解 保険者に対する影響

# (12) 保有している再保
険契約：基礎となる保険
契約が不利である場合の
当初認識

• 保有している再保険契約から
の損失の回収に関連する収益
認識額の計算を簡素化し、全
ての保有している再保険契約
に適用する。当該計算は、保
有している再保険契約からの
回収率に基づいている

• この修正により、出再者の再保険の会計処理が
改善された。しかし、基礎となる保険契約の性
質の違い（既存契約 vs. 見込まれる契約）によ
り、保有している再保険契約のCSMの2つの部
分にロックイン割引率を使用することとなり、
その結果、会計上のミスマッチのように対処し
なければならない分野が依然として存在する

• デロイトはコメント・レターの中で、このよう
な会計上のミスマッチに対処できる解決策を提
案した。これによれば、発行が見込まれる将来
の契約に係るCSMは、常に現在の割引率を使用
して測定することが要求される

• 整合性の改善が見込まれる

• 進捗中の導入プロセスが中断され、プロ
セスを開始した企業にとっては、コスト
が増加する可能性がある
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修正および保険者に対する影響の概要
測定

関係者から提起された
当初の懸念

IFRS第17号の修正 デロイトの見解 保険者に対する影響

# (13) 変動手数料アプロ
ーチ（VFA）に不適格と
された保有している再保
険契約

• ヘッジ手段として保有して
いる再保険契約の利用を認
めるため、リスク軽減オプ
ションの適用可能性を拡張
する

• デロイトはコメント・レターの中で、より良
い解決策は、VFAの適用対象を保有している再
保険契約に拡張することであり、その結果と
して、全ての保険契約に首尾一貫した原則と
規準が適用され、基礎となる契約がVFAの下で
も会計処理される場合、より効果的に会計上
のミスマッチが解消されると述べた

• この修正により、会計上のミスマッチがある
程度削減されることが見込まれる

• 保有している再保険契約にVFAを適用できな
いことにより、会計上のミスマッチが生じる
可能性があり、この結果、再保険契約が正味
リスク・ポジションであるという真の経済性
が反映されない
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修正および保険者に対する影響の概要
測定

関係者から提起された当
初の懸念

IFRS第17号の修正 デロイトの見解 保険者に対する影響

# (15) 財政状態計算書にお
ける表示：資産ポジション
および負債ポジションにあ
る契約グループを区分表示
するために、キャッシュ・
フローを各保険契約グルー
プに配分する必要性

• 資産ポジションおよび負債ポジション
にある保険契約は、財政状態計算書上、
ポートフォリオ・レベルで表示する

• EDの結論の根拠に示された理由によ
り支持する

• 提供される情報の有用性を損なうことなく、
保険者に実務上の救済措置を提供する
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修正および保険者に対する影響の概要
期中財務諸表

関係者から提起された
当初の懸念

IFRS第17号の修正 デロイトの見解 保険者に対する影響

# (19) 期中財務諸表：会
計上の見積りの取扱い

• 過去の期中財務諸表で行われた会計上の見積り
の取扱いを変更するか否かについて、報告企業
レベルでの会計方針の選択が提供される

• 修正遡及アプローチおよび上記の会計方針の選
択を適用する企業に対しては、移行日前に期中
財務諸表を作成していなかったものとして、移
行日におけるCSM、損失要素およびIFIE*に関連
する金額を決定する経過措置に対する救済措置
が設けられた

• 支持する • 企業、特に連結グループ内で報告期間が異
なる企業にとっては、実務的な観点から、
より負担が少ない選択を行うことが可能で
あるため、導入コストの削減が見込まれる

*IFIE－保険金融収益または費用
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修正および保険者に対する影響の概要
発効日

関係者から提起された
当初の懸念

IFRS第17号の修正 デロイトの見解 保険者への影響

# (20) 発効日：IFRS第17
号の適用開始日

# (22) 発効日：IFRS第9
号の一時的免除

• IFRS第17号の発効日を2023
年1月1日に延期

• IFRS第4号におけるIFRS第9
号の一時的免除の期限満了日
も2023年1月1日まで延長

• デロイトは、IFRS第17号の発効日の1年
延期および適格企業に対するIFRS第9号
適用の延期に対して、支持を表明した。
デロイトは、多くの保険者にとっては、
2022年でも依然として厳しい期限であ
る可能性が高いと述べた

• IFRS第17号の発効日がさらに延期されたことは、
IFRS第17号の導入プロジェクトの初期段階にある一
部の保険者や、システム、データ、会計上のテクニ
カルな論点など、IFRS第17号の導入から生じる課題
のためにより多くの時間を必要とする保険者にとっ
ては、好ましいと考えられる。導入プロジェクトが
先行している保険者にとっては、IFRS第17号のため
の既存リソースを維持し、2つのシステム、すなわ
ち既存システムとIFRS第17号に準拠したシステムを
維持する必要があるため、この延期は好ましくない
と考えられる。IFRS第9号の適用の延期についても、
同様の影響が認められる
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次のステップ

• スタッフは、修正の最終版を2020年第2四半期に公表する予定であると発表した。

• デロイトは、「IFRS第17号の修正」が公表され次第、録音された保険ウェブキャストを公表し、書面投票プロセスから生じた論点を取り
上げる。これらは、（IASBの承認を得た）修正の最終版が改訂版IFRS第17号の文言にどのように反映されたのかを示すものである。
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